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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はヒト卵巣癌細胞を用いて、合成レチノイドCD437によるアポトーシス誘導作用に

ついて、CD437がTBP2の顕著な発現亢進を示すことに着目し、その分子機序について検討し

たものである。その結果、CD437によるTBP2の誘導後に、TBP2とTRXの結合と、さらにTRX

からASK1の解離が観察された。これと一致して、ASK1並びにその下流の分子c-Jun 

N-terminal kinase(JNK)の活性化を認めた。また、TBP2の発現誘導を抑制すると、癌細胞

のCD437に対する感受性は有意に低下したことから、合成レチノイドCD437のアポトーシス

誘導機序にTBP2が重要な役割を果たしていることが示唆された。本論文の内容は、腫瘍学

の研究分野で、合成レチノイドによる抗腫瘍作用の新規の分子機序を明らかにし、学術水

準を明らかに高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


